
平成２４年４月１６日（月）～４月２２日（日）〔平成２４年第１６週〕の感染症発生状況 
第１６週で患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)インフルエンザ 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 
感染性胃腸炎は定点当たり１４．７９人と前週（１１．７３）より患者報告数は増加し、過去１０年間の同時期と比較して、今年が最も多い報告数となっており、特に高津区

で報告が多く、流行発生警報基準値（定点当たり２０人）を超えています。インフルエンザは定点当たり３．１１人と前週（３．７８）より患者報告数は減少しましたが、 過
去１０年間の同時期と比較して、平成２３年に続き２番目に多い報告数となっています。 

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所）
（問い合わせ先） ０４４－２００－２４１２

感染性胃腸炎発生状況(３年間）
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インフルエンザ発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

今、何の病気が流行しているか！

第１６週報告数第２位 

第１６週報告数第１位 

もうすぐゴールデンウィークがやってきます。この長期休暇を利用して海外旅行を計画

している方に注意していただきたいポイント（「食べ物編」と「動物編」）を御紹介します。

前週は「食べ物編」でしたので、今週は「動物編」です。 

海外の動物は、日本での発生がない感染症の原因となるウイルスなどを持っている可能

性がありますので、海外で感染症にかからないための正しい知識を身につけましょう。 

動物からうつる感染症には、狂犬病・鳥インフルエンザ（インフルエンザ H5N1等）・

デング熱・マラリアなどがあります。一般的な注意点を次に記載しますので海外旅

行等での参考としてください。 

～海外旅行で気をつけたい感染症（動物編）～

         

                       

 

①狂犬病 
犬などの動物にはむ

やみに手を出さないよ
うにしましょう。（噛み
つかれると危険です！)

流
行
地
で
こ
れ
ら
の

動
物
に
噛
ま
れ
た
ら
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
し
、
治
療
を
受
け

ま
し
ょ
う
。 

②鳥インフルエンザ 
流行地では鳥に不用意に

触らず、また近寄らないよう
にしましょう。旅行先での手
洗い・うがいも大切な対策で
す。 

③デング熱・マラリア 
蚊に刺されることによって感

染します。流行地に旅行する際に
は、長袖の服の着用や防虫スプレ
ーを使用して蚊に刺されないよ
うにしましょう。 

今年もエジプトやインド
ネシアなどで鳥インフルエ
ンザ（Ｈ５Ｎ１）の人への感
染事例が報告されています。

鳥インフルエンザ(H5N1)
は、病原性の高いウイルス感
染症ですので注意しましょ
う。 

 


